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ミ
ュ
ニ
一
プ
ィ
美
術
館
、
山
川
の
そ
ば

の
新
し
い
市
役
所
、
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
数
々
の
劇
場
、
府
民
の
よ
い

公
主
将
議
館
、
川
沿
い
に
あ
る
ジ

ョ
ギ
ン
グ
コ
i
ス
、
近
郊
の
…
一
つ

の
湖
、
い
く
つ
か
の
ゴ
ル
フ
コ
I

V
ン
ス
で
史
ま
れ
育
っ
た
人
々
は
ス
、
跳
め
の
よ
い
一
工
か
所
の
公

「
我
々
の
前
に
は
炎
の
よ
う
に
明
慢
な
ど
、
数
多
く
の
す
ば
ら
し
い

る
い
明
日
が
あ
る
一
と
い
っ
て
い
施
設
が
そ
れ
を
物
諮
っ
て
い
ま

霞
際
姉
妹
怒
巾
の
提
携
は
、
本
ロ
ー
レ
ン
ス
市
へ
調
査
留
を
派
議
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
コ
ず
。

市
の
か
ね
て
か
ら
の
競
い
で
あ
し
、
総
奇
的
な
判
断
を
し
て
い
た

り
、
警
に
つ
い
て
ほ
男
一
ハ
十
だ
い
た
結
果
、
中
間
室
ど
お
三
率
的
U

去
を
嘉
数
季
一

一
一
一
年
九
月
、
市
兵
の
代
表
に
よ
る
り
、
一
一
一
日
月
十
九
日
ロ
ー
レ
ン
ス
市

jil--i
匂

4
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4

j

t

e
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宥

「
京
塚
市
民
制
服
組
制
盤
間
交
流
検
出
百
円
安
の
捻
薦
在
、
正
式
に
受
け
ま
し
ロ
ー
レ
ン
ス
の
オ

νJ
ド
出
の
い
ま
す
。

官
「
日
明
引
い
い
レ
町
内
一
段
た

γ
レ
ン
ス
市
か
ら
も
心
よ
く
い
れ
い
け
れ
訂
以
片
山
前
よ
い
薮
湾
環
境

中
間
答
申
と
し
て
昨
年
十
二
月
、
承
諾
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
六
め
ま
す
。
秋
に
は
、
土
曜
日
の
フ
小
学
校
は
十
七
校
で
、
人
の

ロ
ー
レ
ン
ス
出
を
侯
様
山
崎
に
ぬ
げ
月
定
例
市
議
会
に
擬
案
し
、
決
え

y
ド
ボ
ー
ル
の
試
合
に
、
車
mVM
川
教
師
削
が
全
教
科
を
教
え
て
い
ま

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
一
斉
さ
れ
た
も
の
で
す
。
が
か
そ
の
丘
y
h指
し
て
で
き
る
す
。
四
年
生
以
ヒ
佳
史
子
校
の
準

3
i
;
?
F
章
、
;
9
3
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
芝
、
役
備
の
た
め
に
、
専
門
の
震
が
お

竿

立

議

ち

ン

ヲ

ス

大

撃

界

中

の

人

々

も

皇

室

し

亡

き

ま

す

。

中

学

校

は

一

一

一

校

で

、

f
j
j
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こ
の
…

F
エ
ー
カ
ー
(
約
一
二
二
必
須
科
問
が
は
英
語
、
数
学
、
地

ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
、
州
立
カ
ン
化
、
ま
た
ス
市
1

ツ
純
設
な
ど
万
坪
)
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
繁
一
ぎ
り
理
、
社
会
の
凶
科
民
、
ス
ペ
イ
ン

ザ
ス
大
山
吉
セ
中
心
と
す
る
学
期
制
誌
が
、
口
、
レ
ン
ス
市
の
イ
メ
ー
ジ
ま
す
。
語
、
ド
イ
ツ
語
、
美
術
支
体
育
な

市
で
す
。
大
学
が
郡
安
)
れ
た
の
と
特
徴
者
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
学
生
数
は
一
万
八
℃
入
、
九
十
ど
は
選
択
科
目
で

10

は
、
市
が
開
聞
か
れ
た
一
八
五
郎
年
し
か
し
、
教
脊
だ
け
が
こ
の
市
三
か
潟
か
ら
教
授
や
学
生
が
き
て
口
?
レ
ン
ス
市
の
教
育
の
特
徴

か
ら
わ
ず
か
十
二
年
後
の
こ
と
で
の
産
業
で
は
な
く
、
観
光
事
業
ゃ
い
ま
す
。
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
を
遜
じ

ず
。
筏
は
カ
ン
ザ
ス
川
の
川
岸
で
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
は
百
人
余
り
で
、
す
で
に
一
一
一
芭
五
て
、
自
立
夜
や
人
間
性
を
養
う
教

な
だ
ら
か
に
続
く
径
の
上
に
つ
く
…
e

一一平方キロ
M

川
の
広
大
な
敷
地
十
人
の
学
生
が
学
ぴ
、
卒
業
し
て
育
で
す
。

ら
れ
、
そ
の
付
近
で
一
番
高
い
丘
に
調
士
技
研
ヌ
坊
t
設
立
し
て
、
ハ

が
大
学
の
敷
地
と
な
っ
て
い
ま
イ
テ
ク
企
業
の
誘
致
活
動
を
展
開

す

。

し

て

い

ま

す

。

ロ
?
レ
ン
ス
と
大
学
は
、
共
に

発
展
し
た
も
の
て
大
学
と
文

ア
メ
リ
カ
合
衆
悶
カ
ン
ヂ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
、
喜
一
日
少
年
交
流
を
は
じ
め
教

育
、
マ
〈
化
、
産
業
経
済
等
の
相
互
交
流
奇
図
。
、
尚
市
の
毅
蕎
を
深
め
よ
う
と
、
忠
一

際
姉
妹
都
市
の
閥
抗
携
を
結
ぶ
こ
と
が
六
月
定
例
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
調
印

は
、
九
月
下
旬
に
平
塚
市
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
で
は
、
国
際
姉
妹
都
市
ロ

T

レ
ン
ス
市
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

文
化
約
施
設
の
代
表
は
、
ス
ベ
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
扇
や
彫
刻
、

ン
サ
i
美
術
館
で
す
。
こ
の
美
術
ア
メ
リ
カ
の
玄
鼻
、
近
代
の
中
国

舘
は
、
一
九
一
七
年
刀
ン
ザ
ス
シ
絵
画
、
日
本
の
浮
世
総
、
ア
メ
リ

テ
ィ
の
女
性
サ
リ
1
・
キ
ャ
シ
カ
ン
キ
ル
ト
な
ど
が
有
名
で
す
。

1
・
セ
イ
ヤ
ー
が
貨
車
二
台
分
の
こ
の
外
に
、
ダ
イ
チ
自
然
歴
史

ロ
ー
レ
ン
ス
の
巴
抜
き
通
り
芸
術
品
を
「
中
西
部
の
芸
術
の
勉
博
物
館
、
ヮ
ト
キ
ン
ズ
社
会
簿
物

は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
へ
の
最
初
の
惨
強
を
奨
話
す
る
た
め
に
」
寄
付
し
館
、
人
類
学
博
物
館
、
ク
リ
ン
ト

住
者
の
出
身
州
を
た
た
え
て
、
マ
た
の
が
そ
の
起
り
で
す
。
ン
湖
博
物
館
、
植
物
標
本
館
、
百

件
J

ッ
チ
ュ
i
セ
ッ
ツ
と
名
付
け
ら
奴
域
品
は
、
一
一
万
五
千
点
で
、
生
物
学
博
物
館
な
ど
が
あ
り
ま

れ
て
い
ま
す
。
通
り
は
並
木
と
小
ル
ネ
ッ
ザ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
時
す
。

芯
な
町
の
雰
回
出
気
を
伝
え
る
気
さ

く
で
親
し
み
ゃ
ず
い
街
で
す
。
、
人
生
忽
籍
制
官
、
部
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
)

ロ

は

約

六

万

人

、

頭

積

は

五

十

ノ
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中

心

街

の

野

外

彫

刻

三
二
平
万
キ
ロ
M

川。

aw
野
球
場
何
日
商
品
切
自
由
の
家
リ
パ
テ
ィ
1
ホ
ー
ル

市
民
は
、
大
変
若
く
、
五
五
引
い
h
e
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お
鹿
島
敏
公
爾
(
叩
却
の
公
開
制
が
あ
り
、
一

は
二
十
五
歳
以
下
の
市
民
で
す
。
ゅ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
誌
面
番
大
き
な
公
鐙
は
リ
パ
1
フ
ロ
ン

ま
た
、
大
学
が
あ
る
た
め
か
二
十
ゅ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
日
商

k

公
開
幽
で
三
'
八
平
方
J
M
川)

五
歳
以
上
の
市
民
の
う
ち
、
四
一
〔
街
泊
施
設
}
{
交
遇
〕

が
が
少
な
く
と
も
四
年
初
大
学
寄
場
日
の
ホ
一
フ
ル
(
客
室
八
八
一
一
一
@
成
沼
+
シ
カ
ゴ
(
飛
行
機
立
時

準

豊

南

し

て

い

ま

す

。

室

)

間

お
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ノ

市

民

は

、

活

気

に

あ

ふ

れ

業

観

〔

観

光

}

(

飛

村

議

1
時
間
同
日
分
)
Lロー

的
で
す
。
市
の
モ
ッ
ト
を
ロ
J

窃
ク
リ
ン
ト
ン
同
期
(
ボ
ー
ト
、
ホ
レ
ン
ス
(
パ
ス
鉛
分
)

平
塚
市
内
む
部
員
は
、
三
年
金

一
入
、
二
年
生
三
人
、
一
年
生
五

人
。
部
員
数
は
、
今
の
僚
の
人
数

で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
練
習
に
は

支
障
は
な
い
が
、
こ
の
ご
ろ
の
生

徒
は
、
な
か
な
か
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

叩
却
に
入
郊
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

悩
み
も
あ
る
。

四
十
九
校
が
激
突
す
る
。
そ
の
中
昨
年
の
秋
か
ら
、
異
内
で
の
試

で
も
優
勝
候
補
ζ
し
て
注
目
〕
さ
れ
合
は
、
敗
け
な
し
の
全
勝
。
包
年

て
い
る
埼
玉
県
の
埼
玉
芸
高
校
、
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
、
今

兵
庫
縄
問
の
夙
川
学
院
妙
高
校
な
ど
強
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
と
て
も

敵

校

も

多

い

。

良

い

ム

I
ド
で
あ
る
。
そ
れ
に
先

ソ
フ
ト
ボ
i
ル
即
酬
の
顧
問
と
し
輩
の
小
林
良
美
さ
ん
(
日
立
一
世
間

て
十
七
年
目
、
平
商
に
は
な
く
て
崎
)
が
、
今
年
の
寸
舟
北
京
で
行

は
な
ら
な
い
名
監
督
の
利
根
川
勇
わ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ

先
生
は
「
今
年
の
チ
1
ム
は
、
昨

1
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ム
に
選

年
の
経
騒
が
あ
る
の
で
厳
し
い
場
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
厳
に
な
っ

習
で
の
ゆ
と
り
が
出
て
来
て
い
て
い
る
。

る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
大
き
な
大
キ
ャ
プ
テ
ン
の
深
海
宏
子
さ
ん

会
で
は
緊
張
の
連
続
な
の
で
。
慢
(
♂
一
一
年
)
は
ぺ
頑
張
っ
て
来
ま

れ
u

と
い
う
も
の
が
大
切
。
特
徴
す
-
と
。
梅
雨
空
の
下
き
び
き
び

の
あ
る
子
は
い
な
い
が
、
レ
ベ
ル
と
し
た
綴
溜
を
免
て
、
ぜ
ひ
優
勝

が
織
っ
て
高
く
、
み
ん
な
が
カ
を
し
て
欲
し
い
と
怒
っ
た
。
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六
月
四
日
か
ら
画
開
会
さ
れ
て
い
た
市
愛
百
六
月
定
察
官
は
、
二
十
二
日
筆
議
を
官
・
大
神
幹
線
墾
坦
工
事
そ
の
…
一
了
一
村
本
建
設
株
式
会
社
横
浜
支
底

官
終
え
雲
さ
れ
だ
今
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会
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襲
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提
携
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ま
J
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や
a
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ゆ

管

轄

え

よ

う

一

九

部

品

一

PPI-山内
刊

誌

打

開

討

一

円

以

両

日

開

時

議

会

自

警

求

め

た

も

の

。

一

・

収

入

役

六

十

四

万

九

子

門

(

六

一

一

臼

(

臼

)

一

手

続

喜

一

定

期

検

査

(

九

月

下

?

十

月

中

華

職

員

の

給

与

の

一

部

室

長

UF万一
一

言

(

五

十

一

ご

家

族

お

構

い

で

お

出

掛

け

舎

一

汗

午

煎

9
1
2一
日

開

恥

話

再

口

町

内

広

三

日

垣

内

万

平

内

)

一

一

マ

会

場

図

書

館

一

受

け

て

い

た

方

が

、

昭

和

六

十

年

一

ら

中

旬

に

か

け

て

事

前

調

査

を

行

e

豊
富
十
七
万
一
一
一
千
円
(
四
一
七
月
十
穴
白
か
ら
八
月
二
十
日
一
議
ぴ
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
一
マ
会
場
毒
事
長
l
ル
一
宏
鳥
義
被
爆
、
蓄
量
一
望
日
か
ら
平
成
一
室
一
一
一
月
一
ニ
一
う
。
今
年
は
じ
め
て
検
査
を
受
け

で
十
一
芳

E

一

5、
平
塚
市
の
平
和
品
。
一
ぅ
、
平
和
を
守
り
平
和
史
切
さ
一

E警
護

}

一

塁

一

ム

一

日

ま

で

こ

亡

く

な

っ

た

害

工

事

、

E商
業
係
(
議

措
・
議
員
四
十
一
一
一
万
九
千
円
(
四
十
一
吉
凪
室
長
災
を
受
け
、
市
一
塁
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
一
マ
期
間

7
月
初
日
(
臼
)
ま
で
一
マ
富

8
月
6
日
(
月
)
占
…
そ
の
残
さ
れ
川
護
言
語
…
五
回
八
)
に
ご
連
絡
究

都

万

六

千

円

)

一

域

の

き

を

焼

失

し

た

認

し

い

主

主

、

昭

和

六

十

章

一

万

一

一

十

て

富

午

前
9
宇
午
後
4
時

一

日

(

金

)

一

対

象

と

な

っ

た

方

は

き

)

崎
[
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
ほ
月
三
る
か
二
川
雲
一
臼
室
襲
撃
事

ff一
切

分

一

言

午

前

8
詰

マ

午

後

一

芸

支

給

に

際

し

て

は

護

肘

一

部

改

正

}

一

麟

ム

¥

鱒

額

一

書

υ、
以

後

今

日

ま

で

平

和

を

一

三

広

場

喜

一

5
待

一

の

順

位

が

あ

る

の

で

5
1
5

新
し
い
場
所
一
に
校
生
辱
の
整
備
覇
欝
鱗
総
統
麟
掲
げ
一
願
う
董
雲
行
っ
て
き
て
い
る
。
一
門
平
和
議
会
一
マ
会
場
夏
需
民
ホ
ー
ル
一
社
会
著
書
(
喜
一
二

O)

で
ゼ
進
め
て
い
る
吉
沢
公
学
校
の
移
譲
難
問
制
緩
覇
撃
焼
一
今
童
話
事
、
盗
事
業
一
マ
期
日

2
5日
豆

、

は

に

お

尋

一

ね

を

。

滞
転
を
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
位
置
一
暢
麟
繍
麟
開
議
警
の
ほ
か
、
平
塚
が
空
襲
を
受
け
た
一
尽
き

持
室
事
す
る
た
め
、
所
裂
の
改
一
羅

F議
鱒

畿

守

一

七

月

十

六

日

尺

駅

北

員

三

重

午

前

語

、

午

後

2
時

三

を

行

っ

た

も

の

。

麗

櫨

鱗

錦

繍

輔

解

明

一

平

和

史

切

さ

を

訴

主

也

市

民

キ

一

マ

書

留

喜

一

一

望

ル

制
・
平
塚
市
上
吉
沢
田
六
五
溝
用
地
一
緩
鱗
畿
}
議
離
替
機
関
空
ャ
ン
ベ
1
ン
を
行
う
。
一
マ
題
名
裏
臓
の
少
立
た
ち
、
は

穣

{

工

事

請

負

契

約

の

締

結

}

欝

鱗

響

髄

軽

費

一

議

疎

意

義

襲

撃

一

だ

し

の

ゲ

ン

覇
軍
五
銭
ケ
台
都
市
下
水
路
支
線
獲
一
麟
麟
轡
聯
関
い
機
騒
枝
問
問
一
マ
恕
同

7
月
泌
門
口
(
月

)
i
m山

備
工
事
そ
の
一
一
土
俵
一
千
六
百
一

J
鰯

撃

賢

謀

議

対

一

臼

(

念

六
十
万
円
五
洋
建
設
株
式
会
社
一
撃
麟
禁
撫
:
噛
一
・
富
午
前
8
誌

分

1
午
後

横

浜

支

底

一

瀦

以

ι
一t議
緩
怨

a…
犠
/
一

5
一

三
丘
町
民
一
一
日
目
わ
れ
日
一
五
日
h
M
J聞けれ一一一
M

P
イ
一
一

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
は
、
成
分
の
一
一
プ
ア
を
募
集
す
る
。
一
み

約
五
何
回
れ
(
四
回
実
施
し
た
ご
み
一
八
月
は
「
水
切
り
推
進
月
間
」
一
利

賀
分
析
総
定
の
平
均
倍
)
が
水
分
一
と
な
っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん
の
素
一
告

で
あ
っ
た
と
い
う
結
果
が
山
出
て
い
一
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
…
@

る

。

一

た

だ

き

た

い

。

出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
水
分
が
一
{
水
切
り
の
ア
イ
デ
ア
a

嬢
諮
〕

多
い
と
い
う
こ
と
は
、
ご
み
岸
長
一
マ
要
議
①
ア
イ
デ
ア
の
部
書

却
す
る
の
に
そ
れ
だ
け
時
尚
が
か
…
式
自
由
②
穣
誇
の
部
は
が
き

か
り
、
結
果
と
し
て
焼
却
す
る
量
一
を
使
用
し
、

1
人
2
首

(
1
首
仰

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
一
字
以
内
)
ま
で
。

な
る
。
七
月
・
八
月
は
、
例
年
す
一
マ
応
募
期
限

9
月
ぬ
日
(
月
)

い
か
な
ど
の
水
分
を
含
ん
だ
ご
み
一
マ
応
募
先
環
境
衛
生
業
務
課

が
多
く
出
さ
れ
る
時
期
。
一
(
一

T
m
V塚
市
浅
間
町
9

1

・

そ
こ
で
、
ど
う
し
た
ら
水
分
を
一
内
線
五
三
O)

少
な
く
し
て
ご
み
を
出
す
こ
と
が
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30名程度~

若干名ァ

1名

合"3名程度

l名

l名 4

2名

2名古

I名

I名一

平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
一

は
、
お
年
寄
り
ゃ
障
害
の
あ
る
万
一

の
い
る
家
庭
を
獲
助
し
て
い
た
だ
一

…
く
ヘ
ル
パ
ー
を
募
築
し
て
い
る
。

一
一
〉
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
て

市
で
は
、
昨
年
九
月
に
平
塚
市
一

1
日
3
待
問
週
3
日
以
上
活
酔
刊
t

情
報
公
開
制
度
懇
語
会
を
設
げ
、
一
き
る
方
(
精
白
歳
未
満
)

市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
の
情
報
を
…
マ
活
動
内
容
家
事
援
助
、
身
の

知
り
た
い
と
き
に
知
る
こ
と
が
で
一
回
り
の
世
話
な
ど

き
る
情
報
公
開
の
制
度
つ
く
り
を
一
マ
活
動
資

1
時
間
六
百
五
十
円

一
進
め
て
い
る
。
こ
の
度
、
よ
り
多
一
一
〉
申
込
一
先
聞
祉
会
福
校
協
議
会

一
く
の
ご
し
惹
克
を
う
か
が
う
た
め
、
一
(
暗
唱
諾
お
一
一
三
三
三
)

平

成

二

年

度

計

十

塚

忠

鋪

コ

ン

ク

]

一

無

作

為

に

選

ん

だ

市

民

の

み

な

さ

一

ル

が

一

行

わ

れ

る

。

ご

応

募

を

。

一

ん

二

千

人

に

ア

ン

ケ

ー

ト

を

お

綴

一

マ
応
募
資
裕
次
の
い
ず
れ
に
も
一
総
力
の
あ
る
属
鱗
に
つ
い
て
、
一
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
願
い
一

該
当
し
て
い
る
こ
と
①
市
内
で
一
専
門
指
翠
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
一
す
る
方
々
に
は
今
月
中
に
調
査
照
一

過
去
1
年
以
上
物
品
販
売
業
お
よ
一
り
考
え
て
い
く
個
性
化
活
舗
皆
#
一
紙
が
努
寸
心
さ
れ
る
。
ご
協
力
を
ロ
一

び
飲
食
咽
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん
で
一
会
が
向
か
れ
る
。
一
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
情
報
一

い
号
」
と
②
資
本
の
額
ま
Fほ
一
マ
対
象
市
内
の
物
版
活
お
庖
…
公
開
推
進
担
当
(
内
線
二
回
三
)

出
資
の
総
額
が
一
千
万
円
以
下
の
一
(
先
着
煽
)
一
へ
。

法
人
、
ま
た
は
従
業
員
が
別
人
以
一
マ
内
容
活
舗
の
訪
問
述
調
査
、
フ
一

下
の
法
人
お
よ
び
個
人
③
過
去
…
リ
1
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
視
察
一

3
年
間
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
受
一
(
笑
費
負
拐
)
、
感
舗
個
性
化
フ
一

賞

し

た

こ

と

が

な

い

こ

と

一

ラ

ン

の

作

成

な

ど

一

マ
応
募
畑
一
限

8
月
7
臼
(
火
)
…
マ
申
込
…
先
商
工
諜
商
業
係
(
内
一

マ
応
募
先
商
工
課
墓
覆
(
内
…
線
五
回
八
)

臨時尋著書護職員の募集

助産婦、審議潟、;侯看護婦

・草壁掛 採用時現在41歳未満σ1))5
・受付随時

・応募績産審を市民病続庶務課(

0015内線2203)へ持書する

市
で
は
、
計
量
法
の
一
疋
め
に
よ

市
民
穏
談
窓
お

i
一
一
一
一
市
内
線
一
一
九
一
一
一

心
人
権
法
樺
相
談
{
7
月
刊
日
(
火
)
、
。
。
月
7
日
(
火
)

〈
〉
行
政
苦
情
相
談
戸
日
時
3
日時

心
一
般
法
揮
相
酷

7
H
同
日
(
水
)
、
回
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
jtJ
同
時

。
一
登
記
、
棋
託
、
潤
整
相
談

8
月
刊
日
(
金
)
、
日
時
3
日時

心
一
般
市
民
相
融
持
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
四
時
ま
で
、
日

躍
・
祝
日
・
第
2φ

第
4
土
曜
は
除
く
一

つ
持
費
生
活
相
韻

7
月
却
日
(
金
)
、
計
日
(
金
)
、

8
月
3
白
(
金
)
、
山
口
(
金
)
、

9
時
4
3
珂
時

ハ
ヘ
定
前
年
金
相
談

8
日
9
日
(
木
)
、
山
時
3
日時

。
発
明
考
葉
特
許
相
談

8
月
6
日
(
月
)
、
四
時
3
日以時

ヘ
リ
下
鵠
取
引
相
談

7
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
3
同時

心
住
宅
相
銭
(
年
間
鵠
補
特
な
ど
)
7
月
口
日
(
火
)
、
日
時
3
日時

を
青
少
年
格
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ

!
)
M
l七
一
一
一
一
一

月4
1

よ笠岡噌日
9
時
、
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は
ρ

ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
u

お

i
七
八
一
一
一

O

月
t
h

ヱ
曜
口
9
時
3
同日時加分

議

役

会

抽

出

お

i
一一一一一一一一一一一

〈
〉
心
配
ご
と
相
識
毎
週
月
曜
日
、
日
時
3
日時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
3Mm時

(
土
曜
日
は
同
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
相
訟
樟
週
日
曜
日
、
叩
時
5
日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
子
栂
銭
毎
週
丹
ら
金
瞳
毘
、

9
時
3
M時

ヘハ
X
寧
鹿
児
盤
相
韻
毎
週
月
i
金
曜
日
、

9
時
i
M時

や
高
齢
者
職
難
相
観
樟
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
叩
分
j
S
M
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2

・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

八
〉
鶏
人
拍
数
毎
月
第
3
木
曜
日
、
即
時
1
日時
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第 468空苦平成2年ア殉15お

{
お
や
つ
の
色
つ
て
な
あ
に
/
〕

食
べ
物
に
入
っ
て
い
る
着
色
料

を
調
べ
る
。

マ
実
施
呂
、
会
場

7
月
刊
ω
日

(
水
)
午
前
四
時
1
ロ
持
金
隠
公

民
館
、
午
後
2
時
1
4時
土
屋
公

民
館
、

8
月
1
B
(水
)
午
前
却

時

su時
勤
労
会
館
、
午
後
2
持

醐

1
4時
豊
田
公
民
館

田
守
定
員
親
子
各
初
級
(
先
着

目
H

醐
願
)

じ
醐
〔
お
や
つ
を
令
ウ
う
一
/
プ
リ
ン
と
一

醐
ゼ
リ
i
}

一

く〉事事主義人員 10名程度

く〉受験資格①高校以上の学歴(大学院除く)のあ

る方で、昭和40年 4月 2日以降に生まれた健蔵な

男子。平成3年 3fjに卒業見込みの方を含む。

②身長160冊、体重量50kg、胸密80冊、同娘の課眼

視力が0，3以上で色覚及び聴力が正常な方。

。試験大学。 8月 5白(日}

短期大学、高校 9 R16臼{日)

。串し込み 大学は 7月25日までに、短期大学、高

校は 7R18日(ボ ~9 月 56体}までに、消防本部庶

務課(内騨387)に用意してある受験申込書を本人

が直接持書する。

句

つ
t茸界翻大量産術畿のひとつ紋震博物践のほか
滋2容の寺織と翼なる仏教文化にふれる

宮月 25民出~2宮沼紛 4;路 5 翻

・参加重量 182，000内(交連費、宿治費等)

・串し込み官製はがきに住所、氏名、年

齢、性別、議話番号を記入のうえ、「干254平

塚市見附密Jl5- 市民センター内カルチャ

一事業運営委員会j へ。締め切り 8f'l15回、

先着40入。

-問い合わせ市民センター電話32-2235

。Hl25日{水)
• 14時~16時金自公民館。8FJ 1日{水)
• 19時.........21時金田公民館

く>8 FJ望日{木)
• 19時~21時間崎公民館

減問い合わせ広報課広聴保(内線355)



(4) 平成2年ア舟守 5Eヨらつま3、

匂務

唱師

み
J

長
d
ん
を
メ
ル
ヘ
ン
の
陀
採
に
招
待
す

る
「
平
塚
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
但
十

郎
民
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
祝
い
、
功
労

者
表
彰
ゃ
い
出
会
い
の
像
の
設
関
、
ア
ロ
ハ
の

更
新
な
ど
記
念
行
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
相
を
反
映
し
た
竹
飾
り
に
は
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
な
ど

が
登
場
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
喜
び
で

し
た
。期
間
中
は
、
一
一
円
五
l

八
万
人
と
い
う
最

高
の
人
出
で
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

大
惨
事
と
な
っ
た
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
平
塚

市
も
ま
さ
に
東
潟
地
震
、
神
奈

川
県
西
一
部
地
滋
が
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
態
に
入
っ

て
い
る
。
そ
と
で
、
市
で
は
地
震
に
矯

え
毎
月
一
臼
を
「
地
露
紡
災
の

日
」
と
決
め
て
い
る
。
地
震
対

六
月
二
十
一
日
深
夜
、
イ
ラ
策
は
だ
れ
か
が
や
っ
て
く
れ
る

ン
北
西
部
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
2

ド
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
自
分

七
・
三
の
大
地
平
震
が
繋
っ
た
。
が
や
ら
ね
ば
だ
れ
も
や
っ
て
く

こ
の
地
震
は
、
発
生
時
績
が
れ
な
い
。

深
夜
た
っ
た
こ
と
と
町
の
多
く
イ
ラ
ン
大
地
震
を
他
人
事
と

の
家
が
レ
ン
ガ
が
巡
り
で
あ
っ
考
え
ず
、
も
う
…
度
設
が
家
の

た
た
め
、
大
勢
の
人
が
崩
れ
た
地
震
対
策
に
つ
い
て
一
再
確
一
認
し

レ
ン
ガ
な
ど
の
下
敷
き
と
な
り
て
お
こ
う
。

7 諮〈こと〉、 8 J'l25自
午後ら袴~号待

5開始公震と子容民センター路辺

{内容]

野菜、 5建物、菓子、手づくり品、地問

※雨天の場会は、翌日の朝 7 : 00-----10 : 00 

まで東の朝lr1iをf'n'1く。(ただし 7 21 [1 

のみ)

tI-lJj 土也土或Jコくりぷ果 cr人j来泉 244)

議定妻子総務す在宅器粛とのふれあい

さ警 告お (7j()~ 7詔(金)

コス平塚花巻まつり見学大沢温泉

保1) 花義市見学花巻まつり見学松脅議

泉{四)一平探

事!J需要費F君 42，000f9 Cノてス代、宿泊費)
@募集人員 40人

回申し込み及び問い合わせ

地域づくり謀、市民生訴様(内線244)

一煽同

。
プ
ロ
眠
判
決
d公

式

戦

(

有

料

)

一

。

7

月

日

品

目

(

火

)

話

時

大

洋

対

広

島

一

一

。
プ
ロ
野
湾
イ
ー
ス
タ
ン
リ
j
グ

(

有

料

)

一

綿

0
0

月
hu
臼

(

土

)

町

四

時

大

洋

対

ヤ

ク

ル

ト

一

・
8
月

ロ

臼

(

日

)

児

一

時

六

三

川

巨

人

一

掠

大

人

八

百

円

、

小

人

三

白

河

十

一

の

ふ

重

義

務

議

神

奈

刈

大

会

(

有

料

)

八

一

い

・

7
月刊
M
5
1幻
日

(

準

々

決

勝

)

一

中
操
大
人
五
百
円
、
大
事
高
校
生
二
一
自
白
川
、
小
胴
中
学
生
白
川
円
一

。

そ

の

外

の

試

合

一

e
7
月
幻
自
(
金
)
げ
時
平
塚
市
少
年
野
球
等
間
開
会
式
一

…

。

7
易
問
(
臼
)
8時
東
日
本
医
科
学
生
体
脅
大
会
一

・
8
R
1日
(
水
)
羽
時
平
塚
市
少
年
野
球
大
会
一
一

盆

踊

り

講

習

会

…

高

官

?

?

主

義

一

一
績
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

平
塚
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
民
誠
一
マ
優
勝
島
津
芳
子
(
中
堂
了
一

協
会
で
は
、
盆
証
明
り
向
け
m
1
4
駒
内
出
一
回
世
巾
出
品
奈
良
性
秘
話
町
)
組

登

育

委

員

会

で

は

、

主

主

一

マ

競

技

積

回

講

習

会

員

三

重

量

一

V

2
伎
熊
沢
輝
見
子
(
山

ツ

の

祭

典

で

あ

る

市

民

総

合

体

…

{

弱

体

}

小

マ

臼

蒋

7
月
幻
自
(
火
)
午
後
一
下
)
@
問
問
野
正
江
(
河
内
)
紹

育
大
会
と
、
夏
深
み
キ
ム
利
用
し
て
一
子
の
都
宮
山
川

(
4
人
×
お
れ
)
一

1
時
1
4
時

一

マ

3
位
中
山
小
佼
子
一
大

行
う
少
年
少
女
水
泳
大
会
の
山
山
一
リ
レ
ー
、
男
子
の
部
・
女
子
の
部
一
マ
会
場
見
際
民
透
明
一
拘
)
⑨
猪
綾
千
佐
子
(
困
村
)
制
相

場
港
干
を
募
集
し
て
い
る
。
一
二
百
れ
(
小
学
生
4
人
×
お
れ
、
一
マ
也
国

φ
幸
福
音
最
②
に
つ
…

〔

護

軍

警

護

重

要

一

中

学

生

2
人
×

2
5
1
一
ほ
ん
音
頭
雪
本
総
お
ど
り
一
ブ

i
ル
の
間
開
放

会

}

一

一

例

人

一

小

学

午

)

努

子

の

部

L
A
…
mw平
成
子
供
品
悼
お
ど
り
一
市
内
の
各
小
学
校
と
次
の
山
県
立

V
間m

H

8
日
一
お
日
(
日
)
、

9
…
子
の
部
(
お
幻
自
由
形
得
平
泳
・
一

V
問
い
合
わ
せ
先
体
育
設
(
憲
一
高
等
学
校
で
は
、
夏
休
み
印
刷
山
富

(月
2
臼
(
日
)
、

9
日
(
日
)
一
脊
泳
。
日
幻
自
由
形
a

平
泳
)
、
一
話
む
ム
ニ

O
Lハ
O
)

一
ブ
ー
ル
を
同
開
放
す
る
ご
と
に
な
っ

マ

会

場

市

民

主

!

ツ

広

場

、

一

中

学

生

男

子

室

。

李

喜

一

な

ぎ

な

た

教

主

一

た

。

記

雲

3

見
一
窓
口
体
育
館
ほ
か
一
(
訪
日
州
自
由
形
合
平
一
今
背
泳
@
一

:
¥
2
一
{
小
学
慾
ノ
ー
と

マ
参
加
静
岡
越
川
市
内
ど
お
住
ま
い
一
己
い
ル
山
中
国
内
ヤ
平
泳
)
一
平
塚
な
ぎ
な
た
協
会
で
は
、
な
…
マ
開
放
期
間
向
夏
休
み
郊
絡
の
う

の
高
校
生
以
上
の
方
…
マ
申
込
一
期
限

7
月
刊
凶
日
(
本
〉
一
ぎ
な
九
九
数
日
専
を
…
開
く
。
一
ち
原
刻
と
し
て
羽
白
一
関

マ

競

技

種

目

…

マ

申

込

先

思

桁

台

体

育

館

内

体

一

マ

日

程

7
Rお
日
1
8月
9
日
一
場
時
間
午
前
の
部
は
9
時
1
竹一

{
喜
怒
軟
式
野
球
、
パ
ス
一
事
長
(
妻
子
一
一

20)
一

言

葉

警

一

時

号

、

午

後

の

雲

1?3

円、

y
h
u
u
山下
72〈ポ
i
ツ

教

室

一

ト

訪

問

時

間

見

百

ア

ー

ル

設

震

の

量

撃
、
ボ
ワ
ソ
ン
グ
、
軟
式
庭
球
、
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
閥
で
一
マ
申
込
先
体
育
課
(
電
話
出
一
マ
利
印
刷
十
刀
法
子
供
会
単
位

き
端
、
自
転
車
、
パ
ト
ミ
ン
ト
一
は
、
ス
ボ
!
ツ
に
親
し
み
楽
し
ん
一
三
(
)
六

O
一

一

マ

問

い

合

わ

せ

ん

正

体

育

課

一

環

ン
、
官
、
き
カ
l
、
陸
上
競
一
で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一
平
塚
あ
る
く
会
一
言
上
一

O
}ハ
O
)

校

、

五

式

テ

ニ

ス

一

宇

品

開

く

。

一

メ

一

〔

第

四

時

な

鶏

護

哲

学

校

お

よ

Q
血

沼
人
戦
}
水
泳
、
空
手
、
三
門
テ
ニ
ス
撃
晶
一
平
泳
あ
る
く
会
で
は
、
千
葉
一
一
二
議
ヶ
台
務
章
一
校
プ
i
必

選
、
章
、
射
撃
、
軟
式
庭
球
、
二
日
経

8
5日
(
金

)
i
m
一
名
山
の
弓
で
あ
る
鋸
主
主
マ
開
放
期
簡
素
み
需
の
う

業

道

一

日

(

臼

)
j泊
3
月
一
一
こ
と
に
な
っ
た
。
参
加
さ
れ
る
方
一
ち
原
則
則
と
し
て
お
間
二
1
聞
は
3

V
競
授
方
法
①
地
域
別
対
抗
毅
一
マ
会
場
山
室
町
山
中
湖
村
…
は
、
直
接
集
会
場
所
へ
。
一
府
警

技
②
一
包
体
競
技
は
各
地
区
1
チ
一
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
一
マ
期
日

7
月
幻
臼
〈
日
)
降
水
一
[
〉
対
象
中
学
生
以
土

ー
ム
一
日
朝
め
ま
た
ゆ
通
学
し
て
い
る
満
お
一
確
率
お
軒
以
土
の
場
合
は
お
日
一
一
〉
利
用
方
法

3
人
以
仁
の
グ
ル

マ
申
込
期
限

7
月
初
日
(
金
)
一
歳
以
と
の
方
組
人
(
抽
選
)
一
(
日
)
以
後
中
止
一

1
ブ

申
し
込
み
は
、
閉
山
体
戦
に
つ
い
一
三
茄
料
一
一
万
一
一
千
八
富
山
了
集
合
平
塚
叡
北
口
改
札
口
告
別
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
江
雲
南

て
は
各
競
技
初
出
申
込
書
を
各
地
区
一
円
〉
申
込
綴
夜

7
月
幻
自
(
士
)
一
午
前
7
時

初

分

一

等

学

校

(

電

話

出

|

二

O
Jハ

体
育
振
興
会
ご
と
に
取

i一
午
後

0

5

7
ス
平
塚
写
会
主
六
)
、
五
領
ケ
台
高
等
学
校
(
篭

め
、
ま
た
個
人
戦
に
つ
い
て
は
、
一
{
銭
円
ノ
台
ジ
ャ
ズ
ア
ザ
イ
ズ
数
一
フ
ェ
リ
ー
ら
浜
金
谷
:
掛
甲
山
(
往
一
翠
…
!
一

O
三

)

直

接

見

附

台

体

育

館

内

体

育

諜

一

室

}

一

復

)

(
電
話
汎
一
二
〔
)
六
O
)
へ
。
一
寸
臼
程

8
河
川
品
目
1
9丹
治
臼
一
マ
持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
、
水



続三警護℃ド

大勢の見物人を前に小さなパ
(平成2年3月末現在)

収入済額支出済額

5891聾6，442方向 4961意4，191万丹

604簿5，345方向 587償2，555万円

第 46B号

予算現額

660穣 6，230万河

975f:草8，680万円

(5) 

刷
出
計
計

会

会

4
2
 

沓謂

殺

別

会

特

387億 8，859万円 36B!.意6τ141万円

76億 7，756万円 71億 3，987万円

記憶8，764万円 7億 5，泊3万円

53億 3，535万円 前億1.591万円

6，775万円 5ι410万f'1

6，764万円 6，130万円

ι105万円 2，457万円

6億 9，263万円 6億 9，263万円

66億 9，524万円 6的管2，193万円

1.194億 1，787万円 1，083億 6，746万円

696億 9，648万円

89億3.143万円

8億4，594万円

100億 2，182万円

7，593万 pl

6.783万円

4，053万円

耐震霊9，263万内

72億 1，421万円

1，636領4.910万円

競輪事業

関民健康保検事業

部市改造事業

干ご水道事業

食肉センター

交通災害共酔事業

水産物地方卸売市場事業

総合公隠用地取得事業

老人保撞底捧事業

会計

l竺どとン
γ一一一一一一寸左雲護主五芸品言妻
{ アルバイトの募集 (望号ままど手?〕
;。耕作業翼 i占密主4①主義月
1 .聞 包日引口品事官 方すの生市学 5 B 

(:iiziiii;;;;jiifli「豆
い苧知事号事変第一一 い罫 守 v v 30 .皇1 :瓦iiiiU月三2日金 ifb事事分時
j:221tF3二". ! 君主:E5ii 
j事申し込み f販正問書を職員 ic2至高嘉吉器 禁品

叩--吋~_A守実第箆費詰主笥

;H522iii昌韓 jT者3占ifj
! !::J 臼 白 日 fでごて士_____ l !2プ oQ先 合

ii1iizii;己主出 H
iiz:持E皇室 〉utι-ーご
刊誌iifiH時1i;iiiiii
時点舘山毎日ii!? 

平
成
元
年
度
の
市
の
財
政
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
一
般
家
庭
と
問
じ

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
を
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
二
問
、
広
報
紙
で
「
市
の
財

政
状
況
の
公
表
」
を
行
っ
て
い
る
。
ム
rm出
は
、
平
成

元
年
度
(
一
一
一
月
末
現
右
)
の
一
般
会
計
在
中
心
に
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務

部
財
政
課
(
内
線
三
五
一
一
一
)
へ
お
た
ず
ね
を
。

(平成 2年 3月末現夜)

3 
1住霊 3田万円
89憶 3，143万一円

72D意1.421万円
42億 5，206万円

47億1.287万円

1億 5合300万円
13D意3，000.75内

7億 2，342万円

51宜6，396万円
2告霊1，044:JH可
3億 8，069万同

1億 1，066万円

1億 444万円
2億 1，763万円

1億2、779万円

1 
7億 1，677:初弓
1 
3 
1償6，326万円

生活@樹止環境づくり

(62'-元年度継続)

産業・経済環境づくり

13億5，228万円

4荘重6，1557JP3
1億4，631万円
2億 989万円

5 

4 
1 

4億 5，623万円
2億4.618万円

13億 2.846万円

5億3，791万円
2億 6，326万円

60億3，603万円
五億7.694万円

5億 3，317万円

教育@文化環境づくり

吉沢小学校建設事業

都市環境づくり

その他
防災無綿受信所整備事業 1億].020万円

ThinkingむfYou 

自縛 10月3諮関渓18:30 

会場 市民センター;j;-Jレ
・曲 白 いつもさを怒っている、 SPRINKLE外

。入場料 4.120円(全席指定)

-前売 8 fj 5日([ヨ)10時から下記で

市民センター、チケソトセソン、チケットピア、ヤ

ンレイレコード、稲元鼠楽器ra、サクラ害訴不服、 p 

ヨネザワ業務、花水害零、文金堂、なでしこ書房

@問い合わせ市民センター電話32-2235

o昆閉す台体育舘(電話31~.3057) 
・開敢種田 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式躍球 (~16時)、バレー (16時~)

8丹13日(月〉午撞 1時~午桂8時
・8月20日(月〕ノ/

く〉金a公民館体湾館(電話31 引361
• 7月時間(月)午前9時~午撞8時
， 8月 6El (丹)ノ/

。8月20尽(月) ノノ

く〉金!s公民銀体苦言鍍(転出8 (101) 
• 7月16自(月)午前9時~午撞8時
. 8月 6日{丹)ノ/

包 8J320日(月ノ

・開披種恩 バレー(9 時~13時)、パドミン

トン、卓球 (13時~日時〉、バスケット(16
時~20 剛、

※ 9丹分の申し込みは 8fl 1日 9時から
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臼
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さ
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主
な
方
々
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8
開
製
蒸
気
機
関
車
の
写
生
会
が
今
年
次
の
と
お
り
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品
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も

F
hわ
れ
、
多
く
の
ち
び
っ
子
扇
な
お
、
入
賞
作
品
は
市
役
所
市

幹
思
い
に
描
い
た
作
品
の
民
ホ
ー
ル
(
七
月
十
九
日
jk
，
二
十

j

こ
の
程
入
賞
四
十
二
点
六
ヨ
)
に
展
示
さ
れ
る
。

火~木曜日 9 時~17日子50分

金曜日 9 時~18時叩分

土，日曜日 9 時~16時50分

ーこども空 大~日曜日 9 時~16時50分

台体倉吉田 毎週月曜日、月夫

ずr鴎醤輯千251境問町12--41 電話31-0415

す綾子淘芸教家

親子〈小学生)で漉き物を押ってみる。

E 日程くわi#lj作 7月22日(日)Aグループ

13時 ~15持、 Bグループ15時~1 7f時 ②野

焼き 8月19E] (日) 10時~15時

ー会場 青少、年会館〈野瞬きは平塚海岸〉

定員 各親子35組〈先着願〉

参加費 け ft500円 (1人迫力[]lOO円増)

す喜重体み美術相談笈

ノト~中学生を対象に変体みの鴎創工作につ

いて相談を受ける。電話で申し込みを。

ー期間 7 月 22 日 ~8 月 26自の毎週日離日 9

時~11時、全 6 回

。会場 脅す勾会館美橋室

すパ戸ミントン数獲

初乙、者(小学 4年生~中学 3年生〉を対象

としたハドミントン教室を聞く。

日程 8丹 18~29白む毎週水曜日 H時~

日時、全 5胆

符会場 青少年会館剣道場

定員 20人く先着踊〉

回参加費 20C円

合間舘時間

火~土曜日 9 時~21時30分

(日暁日のみ 9 時~17時)

合体宣言語 毎週月曜日

会腎企年金鰭

字削浅間町日-'1 電話32-7029

す夏休み人形劇j

劇E翠TOMによる楽しい人形劇とうた。
。期日 7月四日(土) 14時時

，会場 図警書官 H皆ホール
固定員 160人く先着順〉

・入場券 7 月 17日(火)~こども笠で

合理主君寵会

<f)J7丹羽田〔務) 四時、 14時 3轄ゴτーん

fコイサンマンJ 分。7月四日(自 10時、日時 3構ホーノレ

「冒険者たちj アニメ 自分

<f)J J丹19，ヨ(臼) 日時、 M時 3措ホーjv
「ジャングル大帝」 アニメ 30分

会開鱒宗寺簡(7 月 21 日 ~8 月 30 日)

'費出室、妻考事

F ー

で尽の見え具を調べる足直観察、 17口

(金) 9時~出時 太陽の活動の構 fこを観

事

会場博物舘科学教室、麗と

対象 中学ノ七J--~えヒ

ー申レ込み 8 T1 1日までに往橿はがきで

合格祭)11流殺の主主翼を募集

第 3L']1平塚市博物館公募写真展の作品在葬

柴するo

テーマ相模jll涜域の自黙と又化

省応募要領 ③カラー@モノクロ.m写真のい
ずれて7もよい 哩〉キャピネサイズ、〈主題名
と撮影危月白を記入する

に募期限 9月初日(臼)

合体験学童雪{主事;iにで染めようj

期日 8月日(金 9時 30分時

会場博物館科学教室

対象小ー中学生20人〈抽選〉

a参加費 l人 200[:>:::j

噌申し込み 8丹 10Elまでに往援はがきで

す室主体み~þ語研究綴談会

夏休み由自由研究について、考古、歴史、

民博、生物、地質、天文の各分野にわたって

学芸員が相説を受ける。

・日韓 7丹羽田(ホ}、 8月22u (オ昨日

時時

・会場 博物舘科学教室

公体舘自 毎週月曜日、月末

金
山
希
奨
さ
ん
の
作
為

7
月
幻
自
(
土
)
、
日
仏

(
臼
)
の
2
問
笑
施

時
間
午
後
1
時
お
分
1
3時

す議を5もる会
ー日程 7 丹羽田〈日〉日時30分'~14持部

分日食を見る、 8月 9日(木) 18時加分

~即時亙の農座と止犀

・会場博物賠科学教輩、鹿上く幸加自由〉

合議然観察入門告書緩{主主!I$J)

博物館周辺の公舗で、自由研究のテーマを

さがす。

頃日程 8月 18 (水〉、 2日(木) 9時 30

分~14時30分

・対象 小学 5年生以上20人〈抽選〉

-申し込み 7月25日までに往榎はがきで

合自然綴翼運入門意義務{天文}

呂握 8月16日〈木) 17時ム戸21時 メメ般競



室哲468宝苦

離主治医の許可を得てからと参加

を。

盟母-康子帳、筆記用具を持参(全

日程共重〕、スラックス(6日と27

m、予ふきタオル(20flC 1 ;-:1)、
エフロン、 角布 (20f-])

〈ア〉

申探櫨センター

中翠34 】7 屯話34--0311

駅前ハスターミナル 5喬線 中室
経由日向明行または諏訪町経由

民病院わ「夜嬉センタ 前 J

信平壌{案鐘所

設原田T6-21 電話32-0130 

駅前ハスターミナ"傍系哀 楽野

千二ri;巳クテ 桓

理受付午後 1 時~2 持

翻会場保耀センター

輔母子健麗同長本間 a 汚'(崎、辛口己的

長

[ 3か月!号〕

事 8月 1[1年 4JJ1口--15[Y't
・8月22日 2{ド4rJ16f-J~筑)f-F~

U 識 6か汚兇]
• 8月 7日 λ二年 2円 1[1~15 日ぺ1

・8)"'J21 H ノC.年 2Jj ]51 乍

3撞兇]
8 JJ 2 f-j G2年 6Jj 1 守

• 8月23[1 62任 6f) 16f-l~-30[ ド上

義務吋象 G!p月まての字以}]llli，

醐会場料位所

盟相談H 8)j 6 li、20日

韓時間 今前 9 時~1O日時

関出し込み i窓口兵て'f'域令室へ

愛護対象 2勾 1JJ 1 [1..___.3 n31日午

まれの人お九tさん
翻日陪

・7J"!ZOil 
!3 Jj17[] 

9 f-jZl! i 

女性イベント

ブロデニヱ
iiiでは、 1 女性の目立と士吉位向 u
をめざして、市民のみ立さんが気軽

に、参加できる事業を秋に計画し亡い

るが、その事業の企画から隙催まで協

力できるんを募集ずる。

喬募集山歳以上の女性 i()人(選考〕

。応務方法応募の動機ゃLlごろム性

尚昆豆で感じているにとなどを、 400こす

恕躍にまとめ、所議f主体があれば団体

名在記人して提出する

e 応募其号線 7 fj31EI (火)

@応募先地域づくり諜婦人1-'f]政担車

(守254勺家市宝町 3--1ひらつかス

カイプラザ内 電話21---75(0)

皆
さ
ん
の
ご
協
h
で
問
い
合
わ
せ

が
思
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と

き
に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の

b
あ
る
の
で
、
ご
「
承
そ
。

。
本
期
間
企
品
驚
錦
情
報
は

地
域
つ
く
り
諜
市
民
生
活
部
(
内

線
二
六
一
一
)
へ
。

〈
〉
額
り
ま
す
ベ
ビ
!
ラ
ッ
ク
、
フ

ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
(
シ
ン
グ
ル
)
、
貴

日
(
火
)
、
初
口
(
京
)
、
れ
日

(

金

)

一

ペ

で

炎

疲

が

お

こ

り

、

は

い

。

ほ

こ

マ
場
所
湖
南
看
護
専
門
学
校
一

J
¥
1
1
Jグ
り
や
級
品
凶
が
つ
い
て
化
問
腕
〈
の

県、

z
f主主
主

献

血

す

る

。

(

藤

沢

市

鶴

沼

〉

一

以

¥

込

む

よ

し

や

す

い

。

支

え

虫

ぃ

神
奈
川
祭
文
部
で
は
、

7
2
1
{小
中

盤

毒

薬

郡

一

塁

マ

申

込

震

8
月
初
日
(
月
)
一
/
「
ち

J

な
ど
に
も
な
り
や
す
い
の
で
皮
Z

3
Z言及
を
問
。
、
…
湖
南
赤
十
五
セ
ン
タ
ー
マ
申
込
刀
:
が
き
に
住
所
、
一
一
{
人

A

雪
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
一

成
分
獄
事
雪
リ
ぷ
献
血
な
ど
否
、
夏
休
み
雲
中
、
小
中
学
生
一
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所
持
一
サ
お
暮

2

4

で
雪
。

一
の
理
解
と
協
力
在
求
め
る
こ
と
を
…
を
対
象
に
、
議
事
室
長
一
免
許
の
襲
、
議
年
号
室
一
一
霊
シ
リ
l
わ

日

常

生

活

で

喜

窓

と

し

て

一

開
場
一
宮
的
と
し
た
「
愛
の
議
室
口
一
等
霊
す
る
。

τ、一
Tm藤
沢

市

鵠

瓶

一

二

六

八

一

一

は

、

安

定

重

に

し

て

乾

一

ー

直

結

C
1し
て
い
る
一

μ時
父

員

伴

で

き

る

一

点

汚

れ

れ

わ

れ

Jf一
一

義

人

嘉

門

片

山

ぃ

告

凶

器

一

J
1

主

2

牝

ト

附

…

交

通

事

故

や

病

気

、

倒

産

等

い

一

マ

販

問

7
月
初
白
(
木
)
1
8
一
同
一
六
六
お
六
ニ
ハ
mm)
へ
0
7
皮
膚
に
発
疹
が
な
い
の
に
か
が
良
く
刺
激
の
少
な
い
綿
に
す

白
山
ム
ヨ
阿
川

L
r二
幻

訂

時

一

Aれ
山

口

日

一

日

即

日

(

木

)

ま

で

の

月

示

。

一

が

ん

検

一

診

で

す

一

一

駐

日

百

九

九

日

間

着

詩

情

d
続
行

灯

財

団

記

叫

附

配

Z
M
2
I
-…
血
液
が
不
号
、
特
に
8

2

7

時
間
予
選
日
は
午
前

9
3笠
原

点

台

、

室

等

一

一

ぅ

。

ひ

か

一

ヘ

バ

ラ

ン

ス

の

良

い

子

月
時
化
時
ゃ
ち
時
栄
即
附
劇
附
ろ
船
外
一
鰍
血
者
が
少
な
く
、
血
液
が
極
端
一
時
Jiu降
、
午
後
1
時
1
4
同
誌
一
胃
が
ん
集
問
検
診
(
M
W

歳
以
一
し
な
か
で
も
老
人
に
し
ば
し
ば
事
を
と
る
ご
と
な
ど
で
あ
る
の

t

ぷ崎

Z
Z蜘

Z
m
Zご
U
一
に
不
足
す
る
。
人
で
も
多
く
の
一
分
、
土
曜
日
以
午
前
9
ヤ
呈
上
、
書
志
、
大
湯
が
ん
喜
一
一
見
ら
れ
る
老
人
選
搾
語
、
ま
た
、
毒
症
は
潟
尿
病
、
一

線
午
体
午
と
婿
午
産
)
蝦
乍
み
午
の
も
嶋
一
万
句
協
力
を
。
一
お
分
一
検
診
(
叫
歳
以
上
、
百
一
口
、
子
て
か
ゆ
み
が
全
身
に
お
ご
り
悠
調
婦
人
病
な
ど
の
政
一
回
と
な
る
こ
…

J
F
L
f
ζ
f
r
L
1一
五
血
の
種
類
一
一
ぞ
れ
縦
一
マ
場
所
要
杢
金
泳
警
ン
…
霊
が
ん
霊
堂
(
初
歳
以
一
一
を
こ
わ
す
照
応
と
な
る
。
我
慢
と
も
あ
る
の
で
、
自
己
診
断
せ

習

器

開

制

詰

塁

側

主

計

制

削

減

一

期

、

四

百

三

J

刊
紙
邸
、
努
壁
一
千
葉
市
愛
甲
一
八
一
一
七
言
、
室
内
)
、
子
宮
頚
が
ん
施
工
で
さ
ず
に
か
く
と
一
誌
に
気
ず
、
日
下
め
に
専
門
医
長
察
を
い

摺

8

8

8

翻

8

1

9

鱗
一
道
突
出
ハ
長
)
の
3
種
類
が
一
(
説
話
δ
m
m
C
一j
お
j
九
八
0
…
設
検
診
(
お
歳
以
と
、
…
千
一
2

持
ち
が
よ
く
て
も
、
そ
の
刺
激
受
け
る
こ
と
が
一
人
切
で
あ
る
。

一
あ
り
、
献
血
者
が
む
定
選
ぶ
。
一

O
)

一
己
、
子
宮
頚
が
ん
お
よ
び
体
が
一
1
G

ヤ
【
子
一
一

誠
一
(
初
め
て
の
整
君
、
二
号
J

…

…

ん

量

検

診

(

底

的

が

、

必

婆

と

志

一

j
s
]
吉
幸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
戸
、
保
警
の
精
神
科
医
、
ヶ
i

岬

一

れ

献

血

)

…

未

就

業

看

護

婦

一

め

た

方

、

一

千

七

百

円

)

、

志

一

行

1
z

…
ス
ワ
;
カ
!
、
保
健
婦
が
雲
を

が
ん
一
三
百
ミ
リ
門
主
護
な
沼
市
…
等
研
修
会
開
く
一
ん
集
団
検
診
お
歳
以
上
、
五
マ
襲
警
喜
医
燥
機
関
に
…
受
付
る
。
夏
季
ご
裂
を
。

川

村

一

以

上

の

方

で

、

休

場

が

男

性

必

二

一

向

け

て

乳

が

ん

厳

談

検

診

(

お

綾

一

申

し

込

む

…

7
日
時

8
同
門
込
山
口
(
ぷ
)
午
後

二

一

句

、

女

性

さ

っ

以

と

一

ナ

1
ス

パ

ン

ク

藤

沢

支

所

三

三

、

宮

内

)

一

芸

、

書

検

診

キ

き

き

れ

…

1
意

分

1
4誌
分

N

M
一
帯
四
月
一
れ
献
血
今
ま
で
二
百
五
、
看
護
婦
(
土
)
、
准
看
護
婦
玄
室
検
診
白
根

9
5
5…
る
方
は
、
は
が
き
に
皇
室
一
マ
場
所
ム
主
主
込
先
平
塚
保

川
出
一
一
f
れ
献
血
を
経
験
さ
れ
た
方
で
、
一
(
ム
ム
)
、
助
産
婦
、
保
健
婦
の
資
一
(
水
て
ぬ
同
円
円
以
門
円
以
〈
木
)
、

ω月
一
名
、
希
黛
川
口
、
役
所
、
氏
名
、
主
健
所
(
議
河
川
町
判
。
二
一
一
O
)
予

斗
一
年
完
歳
以
上
で
、
童
三
二
格
を
お
持
ち
で
汚
絞
殺
を
希
望
さ
一
言
豆
、
百

2
u
室
、
一
年
月
三
塁
審
号
を
記
長
三
約
制

古

一

以

上

一

2
2対象
げ
L

研

修

会

長

一

日

7
日
(
念
、

2
2一
ぇ
、
主
平
塚
市
議
官

1
一
湾
大
絡
め
字
数
注
射

額

一

色

成

分

献

血

血

液

中

の

必

警

な

一

く

。

一

(

豆

、

Z
R口

95(本)、
1
月
一
一
一
平
塚
市
役
所
簿
一
廓
課
へ
。

一

成

分

量

2

5

5
蓄

9
5
5豆
諸

石

川

仁

川

ド

っ

日

汗

一

殺

人

の

護

霊

一

狂

詩

れ

い

じ

日

間

川

手

一
拓
自
は
四
月
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
み
一
心
に
抑
制
み
を
も
っ
て
い
る
老
人
一
予
防
注
射
が
必
委
と
な
る
。

…
端
会
場
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
(
た
一
ゃ
、
受
(
ほ
う
)
名
人
の
こ
と
一
狂
犬
雪
予
約
注
射
は
、
会

…
だ
し
、
ぬ
月
紅
白
は
市
役
所
、
円
以
一
な
ど
ゼ
お
悩
み
の
家
族
を
対
象
一

l
Bか
ら
6
刊
行
ぬ
臼
ま
で
の
問
叫
に

l
i
l
-
-
j
i
i
l
l
-
-
(
j
l

一
1
回
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
レ
一
い
。

消

費

者

活

動

の

一

ボ

i
与
、
く
ら
し
の
問
警
喜
一
受
け
て
い
な
い
飯
い
言
、
五

レ
ポ
j
ト

募

集

一

主

導

者

の

つ

ど

い

(

十

月

十

一

守

沼

望

号

言

語

一

で

一

八

日

e

大
磯
町
交
ふ
れ
あ
い
会
主
主
ゑ
手
続
き
を
。

泊
費
者
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
一
怨
)
の
会
場
で
レ
ポ
j
ト
集
と
し
一
円
〉
連
絡
先
平
塚
保
抽
出
所
〈
常
時
話

で
は
、
消
紫
者
市
動
レ
ボ
i
ト
を
一
て
掲
載
す
る
。
一
日
記
。
二
一
一
(
)
)
、
市
健
康
諜
保

募
集
す
る
。
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
一
マ
テ
i
マ
諮
ろ
う
地
点3
漂
境
一
健
衛
生
孫
(
内
線
二
五
八
J

書
や
活
動
に
つ
い
て
の
声
を
お
す
喜
富
主
意
義
伺
一
市
警
護
融
緩
町
議
賦

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。
一
紙
5
枚
程
度
(
横
審
窓
、

1
会一

一
口
字
)
②
統
叫
円
グ
ラ
フ
、
文
章
一

V
対
象
初
歳

γ叫
歳
代
の
万

器
棚
、
ジ
ュ
!
?
ミ
キ
サ
ー
一
を
間
引
用
し
た
受
口
一
は
出
直
(
を
切
ら
一
三
時

8
R
m
尽
き
午
後

〈〉諮っ

τ~だ
さ

い

メ

リ

人

べ

一

か

に

す

る

一

i
持
1
3時

ピ
]
ベ
ソ
ド
、
お
ま
る
、
子
供
用
い
一

γ
話
器
8
月
初
日
立
一
マ
持
参
す
る
物
ふ
だ
ん
使
用
し

す戸
3
3
4
歳

て

た

人

す

、

、

フ

一

一

u

一
行
〉
応
募
先
予
副
部
消
常
生
活
セ
ン
一
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

自

動

製

パ

ン

機

、

か

一

一

相
暗
機
、
事
〈
タ
イ
プ
ラ
J

タ

一

タ

l

(電
話
幻
ll問
。
九
四
)
一
ャ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
察
結

一

一

ロ

l
O
一一一
O)
予
約
制

e 平塚町1景、七夕まつり、花火六会、市民市等

。応募ーとの浅草草 〈む応募は中学生こ以下。③ク

レヨン、クレパス、水彩、版盤、納絵等なん

でもよい。③サイズは 4ツ切り以と

く〉締約籾り 10月 4 木)

く〉送りきも 住所、氏名、学校名、学年、電話

番番号を蜜蛮に記入し「キ 平塚市浅鰐髭7

1 市蒋工課観光係Jへ。

o問い合わせ 商 ζ喜襲警完光イ系(内線 549)

勿量調 室ヨ 量毘色の進、北上夜曲、エーデルワ

イスの敬、ロシア民謡メドレー外

@入議脅料 5席3500問、 A鰐 2500円

母続発会学 市民センタ一、チケットセゾ

ン、ヤンレイレコード、稲冗窪業者華民、サ j 

クラ著書庖、ヨネザワE楽器、花水護活、文裳 Z 

E 問い合わせ市民センタ一驚言語堂、なでしこ著書湾外で発売中

一 一一
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マ
申
込
期
限
8
月
日
日
(
日
)

〔
オ
フ
ィ
ス
事
務
就
職
セ
ミ
ナ
ー
〕

マ
円
程

9
月
5
円
一
水
)
1
3
月

8
日
(
金
)
ま
て
の
う
ち
の
出

i

間
喝
灯
凶
午
前
日
時
3守
桂
3
時

マ
会
場
県
む
婦
人
結
合
セ
ン
タ

日v
完
良
叫
人
(
抽
選
)

げ
V

市
メ
正
問
限
8
月
m
H
(
汀
)

申
U
込
み
は
、
花
揮
は
が
き
に
仕

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
係
培
、
希

望
講
庫
名
、
宙
望
動
機
を
記
入
の
う

え
、
陪
セ
ン
タ
j

(

字
山
藤
沢
市
江

ノ
島
I
H
1
関
電
点
。
間
六
一
ハ

幻

一

)

へ

。

蕪

料

円
、
こ
み
の
資
静
化
フ
ニ
ア
交
わ
委

員
会

f
二
万
一
千
五
百
円
、
木
も

i
易

!JrJ可

f
q、
設
費
京
ヨ

4

5

J

t

v

t

i
フ
之
さ
ず
↑

l

収
商
業
協
同
組
合
平
野
J
メ
部
行
資

源
凶
収
協
同
組
合
日
万
じ
千
一
円

六
十
円
、
杉
崎
r
F
J
一万円

マ
先
輩
播
祉
へ

'
u
符
木
良
有
一
一

千
円
、
曜
時
勉
一
エ
門

マ
社
会
福
祉
へ

9

磯
崎
蝿
夫

子
円
マ
交
遜
裁
発
へ
尽
行
い
布
市
交
通
安

全
協
会
費
旧
支
部
五
千
円
間
十

円
、
山
ド
勝
J
]

一
川
礼
子
江
円
仁

÷
七
円

略弥敬

守
定
員
小
学
4
3
6
年
生
日
人

r

先
者
胸
)

マ
申
込
先
村
会
調
管
理
係
(
内
線

¥
ノ
〆

一

f
L
-

8
月
7
日
(
火
)

{
藷
楠
嬢
}

8
円
7
H
(火
)

3

n日
(
火
)

-
街
並
ギ
ャ
一
フ
リ
(
平
塚
郵
慢

{
魔
女
金
包
粘
土
工
芸
出
品
}

7

月

日
円
(
け
J
i
m
円
(
火
)

〔
春
ロ
ロ
書
院
-
書
展
}
8
日

1川

(
水
)
(
う
日
H
(
水
)

間

笠

宮

教

室

を

開

聞

く

hv
日
時

υ
。
叶

4
H
(
J
)
守
民

主
き

0
1
T
j
]手
。
子

1
2
3
ノフ

(
1
5
3
ノフ

円

v
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

守
講
師
閣
芸
相
談
員
吋
挽
存

不
、マ

内
容
秋
ま
さ
野
常
恨
の
作
り
↑
刀

マ
問
い
A
c
わ
せ
先
県
市
南
関
五
相

談
セ
ン
タ
(
篭
諮
問
。
刀
1
1

V
応
募
期
間

7
月
刊
日
一
月
)
:

8
月
白
日
(
金
一

応
募
さ
れ
る
ガ
は
、
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
ほ
か
、
喝

の
名
称

'
F夜
地
・
推
靖
理
山
岸
記

入
の
う
え
、
県
1

仁
木
部
道
路
整
惜
課

(
一
一
す
阻
横
浜
市
中
ば
い
け
本
人
通
り

1
・
電
誌
の
間
五
i

一
心
一
一

二

内

線

六

七

〕

へ
J

牽

い

す

ハ

イ

キ

ン

グ

一

ベ
ル
ク
ラ
フ
て
は
、
車
い
す
で

ハ
J
K
J

ン
ク
ご
沢
却
さ
れ
る
だ
と
そ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
わ

マ
期
日
8
月
4
H
(
?
)
1
5
日

(
日
)

ヤ
行
き
先
本
曲
目
御
掛
山

V
募
集
人
員
(
費
問
)
む
い
す
の

方
印
人
(
無
料
)
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
-
白
人
(
一
万
一
千
円
、
お
縦
以
↑
?

は
行
七
イ
ぃ
ム
孔
牙
門
}

門

v
申
込
先
福
祉
時
務
課
更
々
福
祉

部
(
内
綿
一
一
一
一
)

少
年
救
急
法
務
窓
会

日
本
赤
十
字
社
平
塚
市
地
阪
で

は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
救
急
法

の
講
習
会
を
聞
く
。

マ
円
時
8
丹
羽
日
(
水
)
午
後
1

時
部
分
3
4
時
加
分

門

v
会
場
勤
労
会
館

。呈
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[j、 26r:1(不c)

13時~}5時30

分島そ南口、 30 際立三銭湯縮努彩Y 唱制グ縁、乙~

11川)附也選欝ヂ戸ぺ KR

戸~12 B寺串イゴ七
rJ、 8月火)10時~15時平塚合同庁舎、 8 口
(ノj吋 10時時駅北、 9d 木) 108ト 15時市
役所、 14H (火) 10時~15時30分Aコープ}@，;;λ
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江南高校、日本パイオニクス、関島 1業、日本パ

ーカーライシング、お河電工、なでしこライオンズ

クラブ、横浜ゴム、横浜コムハマタイト工場、横浜
エイロタイツブ

平塚市薬術書宮戸万葉草作品力、ら
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七
夕
金
・
手
惑
議
醐
街
全
}

y
l
2
7
1
4
1
!
1
1
8
f
〉

て
E
6
手

:
F
2
f
r
r
t
f
2
L
i
d

毎
週
火
曜
は
哩

5
汀
間

&
時
間
今
後
2
時
回
分
3
3
碍
却

ノ
/

別
人
(
光
器
順
)

{
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
〕

ヤ
日
開

7
月
山
日
(
会
)
、
口
日

(月)姻

2
日
間

i
r
p
A
5
0
7
3
0
 

H
U
E
メ
一
千
:
日

3
う

1
4
B
3

〉ータv
r弘
同
開
刊
人
(
究
荷
山
川
)

{
揖
菅
器
開
護
者
誘
導
講
習
合
}

マ
日
時

0
0

月
3
日
(
金
)
今
前
9

時
却
汁
{
〉
午
後
3
時

マ
定
員
知
人
(
先
ー
や
順
一

申
L
込
み
は
、
い
す
れ
も
岳
l

塚
斗
!

社
会
福
祉
協
議
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(
電
話
回
i
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カたたあ
社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
龍
わ
れ

る
n

ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
川
口
会
婿

祉
協
受
立
(
電
話
出
一
一
二
三
=
)
へ
。

マ
社
金
議
祉
基
金
へ
小
清
水
ツ

M
J
7

二
千
円
、
日
人
会
千

円
、
ク
ラ
イ
ス
青
楽
研
究
会
寸
阿

万
六
千
四
百
七
1
一
円
、
民
住
川
口

郎
十
万
円
、
横
川
秀
夫
一
万
一

t

六
百
ι
六
円
、
式
謝
府
阿
千
百

七
十
六
月
タ
ム
タ
ム
ダ
ン
ス
ハ

テ
ィ
l
実
行
る
宮
町
民
会
四
万
一
一
円
E

f
一
円
、
波
多
野
社
邦
一
一
一
百
円
、

小
山
町
ト
ラ
一
一
十
万
円
、
管
栄

五
千
円
、
川
松
京
子
ぷ
千
円
、
麻

生
金
蔵
瓦
万
円
、
平
塚
ガ
ー
デ
ン

ホ
i
ム
ズ
子
供
会
一
一
千
点
百
円
、

朗
友
会
じ
千
二
百
四
十
円
、
つ
く

し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
臨
辺
道
徳
ロ
一
円
、
脱
出
チ

ヱ
子
二
千
四
百
九
十
六
円
、
講
の

巾
コ
ン
サ
ー
ト
一
千
七
百
て
一

円
、
今
村
増
夫
絵
画
展
実
行
委
員
会

一万一一一

τ
……
E
四
十
一
円
、
笠
間
帯

治
七
万
円
、
石
井
鷹
犬
二
万 敬称略

ス
ポ
ー
ツ
お
興
法
A
E
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
i
ツ
間

体
に
対
す
る
則
成
な
ど
に
慎
わ
れ

る
。
ち
」
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ヂ
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
泊
(
電
話
話
。
一
一
心

J

ヘ。
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ス
ポ
ー
ツ
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醐
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へ
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真
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会
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千
七
百
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、

湘
南
鳩
萌
補
予
五
十
万
円
、
平
埠
市

母
親
ク
ラ
ブ
連
合
会
一
一
一
万
円

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
で
は
、

就
職
を
希
望
す
る
女
怜
む
た
め
の
講

背
会
を
開
く
n

{
就
職
の
た
め
の
O
A
入
門
講
壇
}

マ
日
時
8
日
山
田
口
(
水
」
1
日
月

間
日
(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
白
日

間
・
時
間
午
前
叩
時
L
今
後
3
時

マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
-

U
定
員
叫
人
(
抽
選
)

-
ま
ち
か
ど
ギ
4

ラ
リ
ー
へ
安
田

信
託
銀
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
託

券
、
三
菱
路
行
J

{
盤
寄
麓
}

7

日
目
日
(
火
)

f

i

〉

金一
団

糊

ど

敬

みみ
ど
り
基
金
は
、
結
化
団
体
む
助

成
な
ど

rA担
わ
れ
る
。
こ
協
h
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
八
ム
隠
緑
地
課
持

政
部
(
内
線
瓦
九
二
へ
。

マ
み
ど
り
慈
金
へ

2

平
塚
市
ガ
ス

事
業
協
同
同
組
ム
リ
ト
刀
円
、
湘
南
旭

鞠
裳
十
万
円
、
村
沢
哲
一
万

円
、
ロ
ー
ズ
シ
一
ア
ィ
ひ
ら
つ
か
羽
実

行
墨
員
会
千
八
百
七
十
五
円
、

松
影
児
家
公
画
変
議
会
五
千
円

ー

最

近

、

い

ろ

い

f

ろ
な
頻
発
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど
で
緑
が
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
内
に
は
保
全
樹
木
と
し
て

保
護
さ
れ
て
い
る
樹
木
が
あ
る

と
開
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

指
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
松
巌
帯
壕
リ
サ
ヰ
J
Sん
)

市
で
侠
昨
年
の

間
月
か
ら
、
緑
を

一
「
み
ど
り
基

緑
の
事
業
を

と

犬-
県動物保護センター〈電話58---34lJ) 

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き取りを行っている。

日、和j閉される}jは印鑑、犬の鑑札、

注射梼紫、愛犬子幌を持参していただき

たい。引き取り車の停宇野時間は]()分間。

なお、犬、績についての苦情、相談や

野犬の捕獲故頼も同センタ ヘ。

[ 7月238 (月)) 9 : 50 域鳥公民館
8 : 45 神田公民館 10: 10 岡崎公民鮪
9 ゃ 05 大野公民館 10 : 35 金田公民僻
9 : 25 :;;頁負t乏}N)tf， 11 : 05 出

10 55 吉沢公民館[8月四日
11 : 15 金目公民館 14: 20 松出公民館
8月 4B (土)) 14 :~3 
8 : 4:3 大神公民館 14: 30 
9 : 05 横内公民賠 八幡公民鮪

9 :]0 世田公民館

な
お
、
指
定
は
所
有
さ
れ
て

い
る
方
の
承
諾
を
得
て
行
わ

れ
、
指
{
疋
後
は
み
ど
り
基
金
か

ら
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
れ
か
ら
も
、
貴
重
な
緑
を

守
り
育
て
て
い
く
た
め
調
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

り
致
問
削
L
L
優
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

マ
保
全
樹
木
と
は
、
一
・
五
日
川

の
高
さ
の
幹
周
り
が
一
訂
以
上

で
、
高
さ
が
十
日
川
以
上
あ
る
も

の
門

v
保
全
国
間
林
と
は
、
間
積
が
五

百
平
方
れ
以
よ
あ
る
も
の

マ
保
全
生
け
間

εは、
長
守
口
が

二
十
日
州
以
上
あ
る
も
の
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